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  令和６年度第２回  議会報告会報告 

 

 

 標記の件について，次のとおり 実施 したので報告します。 

 

開催日 令和 7年 2月 8日（土）午前１０時から正午まで 

場所 もりやコミュニティースペース 

対象地区 守谷A地区・E地区まちづくり協議会 

参加者 

守谷市側 

議長 寺田、 副議長 長谷川 

梅木議員、 高橋議員、 高梨(恭)議員、山田議員、青木議員、 

高梨(隆)議員、 堤議員、 渡辺議員、 山本議員、 田中議員、 

首藤議員、 海老原議員、 小菅議員、 菊地議員、 滝川議員、 

椎名議員、 実好議員、 永盛議員 

市民 11名 

次第 

・開会 

・議長挨拶 

・守谷A・E地区まちづくり協議会の会長挨拶 

・出席議員の紹介 

・報告と質疑 

・意見交換 

・閉会 

 

 

 

 



 

司会進行・高橋典久議員 

皆さん、おはようございます。ただいまより「令和6年度第2回 議会報告会 兼 まち

づくり協議会（守谷A・E地区）との意見交換会」を始めさせていただきます。 

本日の司会を務めます市議会議員の高橋典久です。どうぞよろしくお願いします。 

本日の配布資料 

1. 本日の次第 

2. 議員名簿・市議会議員構成表（両面印刷） 

3. 令和6年度 守谷市議会 事業評価の提言 

4. 各委員会の報告資料（決算予算特別委員会・総務教育常任委員会・都市経済常任

委員会・保健福祉常任委員会・仮称「守谷市総合公園の設置及び松ケ丘六丁目市

有地利活用」に関する特別委員会） 

5. アンケート用紙 

資料はお手元にございますでしょうか。なお、本日の様子は後日、広報紙やFacebook

等に掲載するため写真撮影・録音を行いますので、ご了承ください。 

それでは、開会にあたり守谷市議会議長の寺田文彦よりご挨拶を申し上げます。 

 

寺田文彦議長 

皆さん、おはようございます。寒い中お集まりいただきありがとうございます。 

この「議会報告会」は約10年前から、議会改革の一環として「開かれた・身近な議

会」を目指し開催しています。コロナ禍前は市役所大会議室に多くの方をお招きしてい

ましたが、感染症対策の都合もあり、一昨年から各地域を直接回らせていただいており

ます。 

本日は守谷A・E地区まちづくり協議会との意見交換をさせていただきます。第1部で

議会からの報告を行い、第2部で皆さんとの意見交換を行います。今後の市政に活かす

ため、忌憚のないご意見をいただければ幸いです。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

司会 

続きまして、今回の開催にご協力くださったまちづくり協議会・守谷地区、A・E地区の

両会長よりご挨拶を頂戴したいと思います。 



 

荒川会長 

おはようございます。今回のような機会を設けていただき感謝しております。地区とし

ては少し出席者が少なく申し訳ありませんが、議員の皆様のお考えや活動状況をお聞き

しながら、地域の意見を共有できればと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

小見川会長 

おはようございます。皆様には日頃より大変お世話になっております。 

普段、議会の様子は広報等で見る程度でしたが、今日は直接お話ができる貴重な場だと

思っています。勉強させていただくつもりで参りました。よろしくお願いいたします。 

 

司会 

ありがとうございました。では、本日の出席議員を紹介いたします。（順に挨拶） 

以上が本日の出席議員です。 

続いて本日の進め方ですが、まず市議会から各委員会（決算予算特別委員会・総務教育

常任委員会・都市経済常任委員会・保健福祉常任委員会・仮称「守谷市総合公園設置及

び松ケ丘六丁目市有地の利活用」に関する特別委員会）より報告を行い、委員会ごとに

質疑応答を行います。その後、休憩を挟み意見交換会へ進みます。終了予定は正午で

す。ぜひ活発なご意見をお聞かせください。 

それでは市議会からの報告に移ります。初めに「決算予算特別委員会」須藤大輔委員

長、お願いします。 

 

決算予算特別委員会報告（首藤太亮委員長） 

皆さん、おはようございます。決算予算特別委員会の首藤と申します。 

まず、守谷市の予算決算状況ですが、令和6年度の一般会計はおよそ371億円。特別会

計・企業会計を合わせるとさらに大きくなります。例年、歳入も歳出も増加傾向にあり

ます。 

次にふるさと納税について。全国的に年々金額・件数が増加していますが、茨城県内で

は守谷市も好調で、令和5年度は約70億円の寄付を受けています。返礼品はアサヒビ

ール製品が主力で、寄付額の84％を占める状況です。今後も貴重な財源として注視して



いきます。 

最後に「事業評価（事業仕分け）」の概要です。これは各常任委員会で市の事業を検証

し、改善提言を行い、その内容を次年度予算に反映していく仕組みです。年間スケジュ

ールとして、3月に決算予算特別委員会が設置され、各分科会で対象事業を選定・調査

し、9月に提言、10月に市長へ正式送付。その回答をもとに翌年3月にまた検証を行う

という流れです。 

簡単ですが、以上が決算予算特別委員会からの報告です。ありがとうございました。 

質疑応答（ふるさと納税 など） 

 参加者から「返礼品コストの割合」や「寄付金の具体的使途」などの質問があ

り、「返礼品は概ね寄付額の30％相当、その他経費が20％程度で約半分がコス

ト。残りを市の事業に充当しており、教育・文化・生活環境などに振り分けられ

ている」という回答がなされました。 

 

総務教育常任委員会報告（田中啓一委員長） 

総務教育常任委員会で選定し、事業評価を行ったのは「総合教育支援センター事業（不

登校児童生徒への支援）」です。 

具体的には「校内フリースペース」の設置が重要と考え、小中学校すべてに配置するこ

と、指導員の増員（最低2名体制）を提言しています。不登校児童生徒の人数は増加し

ており、段階的に学校へ復帰できる仕組みとしてフリースペースの整備が有効と考えま

した。 

実際に市内小学校や、すでに全校実施しているつくば市の学校を視察し、指導員複数配

置による手厚い支援が有効であると確認しています。公約にも関連項目があるため、市

としても前向きに検討が進む見込みですが、今後も推移を注視し、ソフト面・運営体制

含め改善を続けていきたいと思います。 

質疑応答（不登校対応・フリースペース など） 

 「近隣市町村との比較データ」「学校による規模差への対応」「フリースペース

利用者数」などの質問がありました。委員長より「現行では学校ごとに差があ

り、今後は市長公約を踏まえつつ、指導員配置や備品など拡充を働きかける」と

の回答がありました。 

 

都市経済常任委員会報告（渡辺大士委員長） 



都市経済常任委員会での事業評価は下記2点です。 

1. 公共交通運行事業（コミュニティバス・デマンド交通） 

o 平成24年度に「予算上限を9,000万円とする」提言を出し、それに沿っ

て運行再編やデマンド導入をしてきました。しかし近年は高齢化率増加な

ど社会情勢が変化しており、さらに充実した運行が必要です。 

o そこで「予算上限9,000万円の撤廃」を再提言し、バス増便・ルート再

編・デマンド拡充などを求めています。効率化は継続しつつ、今後はより

利用しやすい公共交通を目指します。 

2. 自転車駐車場維持管理事業（新守谷駅前の旧駐輪場） 

o 老朽化により使用不能な旧駐輪場が放置状態で、近隣住民から危険との声

が多い。 

o 早期解体を含め、安全確保と用途変更を検討するよう提言しました。 

質疑応答（公共交通・運転手不足 など） 

 「増便の必要性」「運転手不足の対策」「デマンド交通の利用範囲」などの意見

が出ました。委員長からは「予算枠撤廃で運行充実に道は開けるが、運転手採用

は関鉄など委託先とも連携が必要。現実的な方策を行政と協議する」と回答があ

りました。 

 

保健福祉常任委員会報告（堤茂信委員長） 

保健福祉常任委員会は「保育人材確保事業」を取り上げました。 

市内では令和2～3年度に保育園が15園→22園と急増し、保育士不足が深刻化しまし

た。市の補助（就職後1年間、月7,000円支給）はあるものの、現場のヒアリングで

「決め手にならない」「1年後に退職しても補助が発生する」「保育士以外の職員が対

象外で不公平感」など課題が浮上。 

そこで「保育士の給与競争より、働きやすさ・働きがいを高める施策が必要」と提言し

ました。例として、余裕をもった人員配置を行う保育園には追加助成を行うなどです。

また「質の確保」「入園希望園に入れない隠れ待機児童」への対応も重要で、今後も議

会として継続調査していきます。 

質疑応答（保育士待遇改善 など） 

 「保育士の給料と他業種比較」「補助金7,000円は少ない」「保育の質向上策」

などの意見が出ました。委員長からは「単なる上乗せ競争ではなく、職場環境改

善に向けた助成を提言していく」と回答がありました。 



 

（仮称）守谷市総合公園設置および松ケ丘六丁目市有地の利活用に関する特別委員会報

告（高梨恭子委員長） 

特別委員会は「守谷市総合公園」および「松ケ丘六丁目市有地」について調査研究・提

言を行うために令和6年3月に設置されたものです。現在まで5回の協議を行っていま

す。 

1. 守谷市総合公園について 

 ヤクルト球団施設分（7.3ha） 

令和6年10月から盛土廃止し、令和9年1月に施設工事完成予定。 

 そのほか13.5haの公園部分 

令和7年度中に基本設計を実施し、官民連携手法を調査。令和14年度の共用開

始を目指す。 

2. 松ケ丘六丁目市有地（旧アジュール用地・ワンダーグー用地） 

 ワンダーグー用地は月額賃料約890万円（20年間契約）。 

 旧アジュール用地は今後20年間程度の定期借地とし、公募型プロポーザルを実

施中。2月下旬に優先交渉権者が決定される見込み。 

 将来的には20年後をめどに公共施設（市役所建替えや文化施設など）の設置も

検討されています。 

委員会としては、2月下旬に優先交渉権者の決定を受け第6回委員会を開き、引き続き

状況を確認・意見を出していきます。 

質疑応答（公園整備のスケジュール・防災・旧アジュール建物利活用 など） 

 「公園開設まで時間がかかりすぎる」「防災面は大丈夫か」などの意見がありま

した。 

 委員長から「盛土や官民連携調査の都合で令和14年度頃を目標としている。洪

水対策としては盛土3mやスーパー堤防整備も進んでおり、引き続き安全面に配

慮する」との回答がありました。 

 

（休憩約10分） 

意見交換会 



 自治会館・自治公民館の修繕補助 

o 「壊れたエアコンや冷蔵庫を補助対象にしてほしい」「年度途中でも緊急

性が高ければ対応できる仕組みが必要」 

o 「自治会館は地域の皆が使う公共性の高い施設。少なくとも暖房冷房は必

須だが申請のタイミングが間に合わず困る」 

o 議員側：「現状の要綱では贅沢品扱いが残っているなど問題あり。議会側

も改善を求めていく」 

 保健センター等の出先機関サービス終了 

o 「高齢者が多く現金納付する窓口が減り困る」「議会はなぜ止められなか

ったのか」 

o 議員側：「議会としても強く要望し、一度は時期を延ばしたが、最終的に

は執行部判断。今後も利便性確保に向けて働きかける」 

 学童保育の現場 

o 「児童数が多く指導員が足りない。現場は大変なので議員も見学してほし

い」 

o 議員側：「フリースペース同様、子どもの支援体制を強化する施策を検討

している。学童も重要な現場なので注視したい」 

 守谷市観光協会への補助 

o 「協会が特定分野に偏らず、市全体の観光に取り組むよう指導すべき」

「多額の補助金が出ている以上、幅広く柔軟な活動をしてほしい」 

o 議員側：「市全体の観光資源を生かすよう協会と連携を図る。議会でも実

態を確認し、改善を働きかける」 

 街灯不足・防犯面 

o 「夜道が暗く危険な場所がある。設置要望を出してもなかなか実現しな

い」 

o 議員側：「要望が多く、用地や電柱管理などハードルもあるが、改善が必

要という声は共有している。引き続き検討する」 

 

閉会 

司会 

皆様、本日は活発なご意見をありがとうございました。 

終了時刻を過ぎましたので、本日はこれにて閉会といたします。アンケート用紙はお手

元にございますので、ご記入後、退出時に回収箱へご投函ください。 

今後も、皆様のご意見を市政運営に生かせるよう議会一同努力してまいります。ありが

とうございました。 



長谷川信市 議会改革推進委員長 

ご参加ありがとうございました。頂戴したご意見・ご要望を、今後の議会活動に活かし

てまいります。ぜひ引き続きご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 


